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      テーマ 残留油分測定 

      依頼年月日   2013 年 1 月 1 日          報告年月日   2013 年 1 月 6 日 

［１］分析目的 赤外分光法により残留油分の定量分析を行う。 
 
［２］試 料 名 ・試料① 
 ・試料② 
 
［３］分析機器 ・フーリエ変換型赤外分光光度計（ニコレーAvatar360） 
 
［４］分析方法 試料をビーカーに取り、四塩化炭素２０ｍＬを加えて、約５分間超音波処理

を行う。抽出液中の油分について、赤外透過法によりｎ－ヘキサデカンを

標準として定量する。 
 
［５］分析結果 定量結果は下表のとおりです。 

 油分量 

試料① ２８ 

試料② ５０ 

   （単位：μｇ／個） 
  

※１ 表中の数値はｎ－ヘキサデカン換算値です。 
※２ 今回測定した油分には四塩化炭素に溶解する有機物が全て含まれます。 
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